
システムを観て、地盤を診るシステムを観て、地盤を診る

マ ル チ ロ ガ ーＪｒ ＆ ＰＣ１６１６ＡＴ

多 連 の 圧 密 試 験 が 自 動 に な っ た ！！

・多連圧密試験の測定が、ＨＭ１６１６ｘと変位計、ＰＣ１６１６ＡＴで安価に構成できる様になりました。

・ひずみ式変位計使用では、最大８連、デジタル式変位計使用では、最大６連まで使用できます。

・両方を組み合わせると、最大１４連まで使用できます。

・試料セット、新規ボタン後は、載荷及び終了ボタンを押すだけで、開始ブザーに合わせて荷重を載せます。

・パソコンのハングアップ、停電、誤操作等でも、再起動で継続して試験が行われます。

・ｄ－√ｔ曲線、沈下量、経過時間、荷重値、段階数が示されます。

・載荷途中及び全段階が終了時に、ＨＭＤ圧密解析ソフトでシート出力等が出来ます。

ＨＭ１６１６T（歪み入力８）；ＨＭ１６１６TＤｘ（歪み入力８＋デジタル入力６）；
低価格構成：ＨＭ１６１６T＋計測ソフト＋ センサー＋解析ソフト

高精度構成：ＨＭ１６１６TＤＭ＋計測ソフト＋ センサー＋解析ソフト

ご注意：本書に記載された内容は、製品改善のために予告なしに変更することがあります。
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圧密試験機に変位計を取り付けます
ＨＭ１６１６Ｓｘ

ﾊﾟｿｺﾝ
ひずみ式、
デジタル式
センサーを接続

ロガーの表示

時刻 ０４／１２ １２：５９：５９
変位 ＣＨ１ ０．０１２ ｍｍ

＜圧密試験の操作手順＞
１．新規の場合は、試料がセットされた圧密容器に変位計を取り付け、パソコン画面で新規ボタンを押します。
２．載荷ボタンを押します。ブザーに合わせて、荷重を載せます。
３．同様に次のチャンネルを行います。
４．次の段階に移る場合は、終了ボタンを押します。
５．載荷の場合は、２項から繰り替えします。

除荷を行う場合は、除荷ボタンを押します。ブザーに合わせて、除荷します。
６．最大２０段階まで、載荷及び除荷を繰り返す事が出来ます。
７．全段階が終了した試料のファイルをＨＭＤ圧密解析ソフトに読み込んでシート出力します。

メニュー画面 任意チャンネルの拡大画面
全チャンネルの状態が
解ります
各チャンネル独立して
試験ができます。

任意チャンネルｄ－√ｔ曲線画面 ｄ－√ｔ曲線

測定データから
左／下図の様に解析結果が
得られます
その他にも多くの
修正、入力、出力
画面等が有ります

ＨＭＤ土質試験解析ソフト 測定値 計算書 ｅ－ｌｏｇＰ曲線


